
為替週間展望＝ドル円は堅調な推移が継続か

　　　　　　　　　　［８月１７日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    8 月 10 日～ 8 月 14 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  105.90   107.05(13)    105.71(10)    106.81   +0.89

ユーロ・ドル  1.1788   1.1864(13)    1.1711(12)    1.1817   +0.0030

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    23,289.36     +959.42     日本10年債利回り   0.048   +0.036

ダウ平均株価    27,896.72     +463.24     米10年債利回り     0.721   +0.157

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１７日　英８月ライトムーブ住宅価格

　　　　日本第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）１次速報

　　　　日本６月鉱工業生産指数確報値

　　　　米８月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　米６月対米証券投資

１８日　米７月住宅着工・建築許可件数

１９日　ＮＺ第２四半期生産者物価指数

　　　　日本７月貿易収支、日本６月機械受注高

　　　　英７月消費者物価指数、英７月生産者物価指数、英７月小売物価指数

　　　　ユーロ圏６月経常収支

　　　　ユーロ圏７月消費者物価指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　カナダ７月消費者物価指数、カナダ６月卸売売上高

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事録（７月２８～２９日分）

２０日　独７月生産者物価指数

　　　　米新規失業保険申請件数、米８月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米７月景気先行指数

２１日　日本７月消費者物価指数

　　　　英７月小売売上高

　　　　仏８月製造業ＰＭＩ速報値、仏８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　独８月製造業ＰＭＩ速報値、独８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　英８月製造業ＰＭＩ速報値、英８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　カナダ６月小売売上高

　　　　米７月中古住宅販売件数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は１０４円台前半まで売られた後に１０６円台半ばまで戻し

たものの、戻りの動きは限定的となっており、ドル全面安の流れは継続している。た

だ、ドル円は大きく崩れにくくなっており、１０５円台を中心とするもみ合いが継続す

るとした。

　　　　

【ドル円は堅調な地合いが続く】

　ドル円は８月１０日以降に上昇基調で推移しており、１２日のＮＹ市場では一時１０

７円台に乗せた。上昇の背景には新型コロナウイルス対策のワクチン関連の報道が好感

されて円売りに傾いたことなどがある。１１日にはロシア政府が同国で開発されたワク

チンを承認したとの報道が円売りの動きにつながった。１２日にはトランプ米大統領が
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バイオ製薬企業のモデルナのワクチンを１億回分購入すると発表したことなどがドル円

の上昇につながった。

　　

　１２日のニューヨーク市場では新型コロナウイルス対策のワクチンの実用化期待など

から円売りの動きとなって、ドル円は一時１０７円台に乗せた。米国株はハイテク中心

に買い戻された。ドル売りの動きに加えて、円売りの動きも出ていることで、ドル円は

堅調な流れを見せている。１３日は米３０年物国債の入札が低調な結果となり、米債利

回りが上昇して、ドル円の支援材料となった。ただ、１０７円台をしっかりと固めるに

は至っていない。

　　

　円売りによるドル円の上昇に歩調を合わせて、ユーロ円、ポンド円、豪ドル円などク

ロス円も堅調な流れを見せている。ユーロドルは１．１７近辺まで下落した後に下げ渋

り、ポンドドルは１．３０超の水準でもみ合いが続いている。

　　

　例年、８月は円高に傾きやすい季節といわれている。ただ、この１０年間ではドル円

の月足が陰線（円高を示す）に振れたのは５回（５０％）と中立水準となっている。過

去２０年では陰線になる確率が６５％と円高に傾きやすかったものの、近年では円高バ

イアス（偏り）が薄れてきているようだ。今年の８月は米長期金利の上昇や米国株の堅

調な動きを背景にドル円は底堅い動きを見せており、円高に傾くかどうかは不透明だ。

　　

　８月に入ってから米１０年物国債利回りは低下が一服して、上昇傾向にある。ドル円

の底堅い動きも米長期金利の上昇にサポートされている。ドル円は大きく上値を追うに

はやや力不足ながらも、堅調な推移が継続するとみられる。ドル円の目先の予想レンジ

は、１０５．５０～１０８．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１７日に日本第２四半期国内総生産（Ｇ

ＤＰ）１次速報、日本６月鉱工業生産指数確報値、米８月ＮＹ連銀製造業景気指数、米

６月対米証券投資、１８日に米７月住宅着工・建築許可件数、１９日に日本７月貿易収

支、日本６月機械受注高、米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米連邦公開市場委員会（ＦＯ

ＭＣ）議事録（７月２８～２９日分）、２０日に米新規失業保険申請件数、米８月フィ

ラデルフィア連銀景況指数、米７月景気先行指数、２１日に日本７月消費者物価指数、

米７月中古住宅販売件数などがある。

　　

【独仏ユーロ圏のＰＭＩ次第でユーロドルは一段高も】

　ユーロドルは８月６日に１．１９１６まで上昇した後に修正安局面に転じた。テクニ

カル面での過熱感やドル売りの動きが続いたことで、ドルの買い戻しの動きが広がり、

１．１７１１前後まで軟化した。ただ、１．１７台前半では底堅い動きを見せて、再び

上昇に転じている。新型コロナウイルス対策のワクチン実用化への期待感から米国株が

堅調に推移しており、ドル売りの動きに傾いている。

　　

　ユーロドルは米国株やドル売りの行方に加えて、２１日に発表されるフランス、ドイ

ツ、ユーロ圏の製造業、非製造業の購買担当者景気指数（ＰＭＩ）の値に大きく左右さ

れそうだ。これらのＰＭＩは新型コロナウイルスの感染拡大の影響で４月に大きく低下

した後はいずれも上昇に転じており、好不況の境目となる５０を回復している。この流

れが継続するようなら、ユーロドルは一段高が期待できそうだ。ユーロドルの目先の予

想レンジは、１．１７５０～１．２０５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１７日に英８月ライトムーブ住宅価格、１

９日にＮＺ第２四半期生産者物価指数、英７月消費者物価指数、英７月生産者物価指

数、英７月小売物価指数、ユーロ圏６月経常収支、ユーロ圏７月消費者物価指数、カナ

ダ７月消費者物価指数、カナダ６月卸売売上高、２０日に７月生産者物価指数、２１日

に英７月小売売上高、仏８月製造業ＰＭＩ速報値、仏８月非製造業ＰＭＩ速報値、独８

月製造業ＰＭＩ速報値、独８月非製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ速報

値、ユーロ圏８月非製造業ＰＭＩ速報値、英８月製造業ＰＭＩ速報値、英８月非製造業

ＰＭＩ速報値、カナダ６月小売売上高などがある。
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